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No. 24 (1979) 

1・Nitroso-l-butyl-3,3・dimethylureaおよび

1・・nitroso-1・・butylureaのinvitroによる分解

福井美園，山本英美代，滝谷玲子，多田敬三

〔日本薬学会第99年会（1979年8月）で発表〕

〔目的〕発白血病性 1-nitroso-1-butylurea(NBU）およびその誘導体に関する一連の研究の一

環として，ラットの Vaginaに高率で Papillomaを発生させる 1-nitroso-1-butyl-3,3-dimeth子

lurea(DM-NBU）の buffer溶液中における分解を NBUのそれと比較検討した。

〔方法〕 DM-NBUの ethanolを少量含有する pH2～12までの bu丘町溶液 (1mg/mlおよび

7.2 mg/ml）を 37°Cで incubateし吸光光度法（389nm）で DM剖BUの残存率の経時変化を

観察した。また DM-NBUおよび NBUの両者について pH2, 7, 12で incubateした分解物の

ether抽出液を用いガスクロマトグラフィーにより生成物の定性，定量を行った。また同時に分

解中に発生する揮発性物質を etherに補集して同上に検索した。

C結果〕 1）分解速度については DM-NBUは， NBUにくらべて著しく遅い。またNBUは酸

性溶液では比較的遅いが pHの増加とともに速くなる。それに対して， DM-NBUは中性付近が

最も遅く強酸性および強アルカリ性領域において最も速くなる。 2) pH2, 7, 12の各領域につ

いて NBUの分解生成物の ether抽出液より 1-butanolの他に 2-butanolを検出した。またそ

の生成量は pHによる差があまりみられなかった。 3)DM”NBUの場合も 2）と同様な条件で

1-butanolと2-butanolを検出した。生成量は pH7と12において NBUの場合と大差なかった

が pH2においては両者とも生成量が非常に低かった。また pH2の時のガスクロマトグラムが

他の場合にくらべて異なっていた。 4)l・”butanolと2・butanolの生成比は DM鴫NBUの pH2の

場合を除き何れもほぼ2:1である。これらの結果について若干の考察を試みる。

培養動物細胞におよほす力ドミウムの影響

小林静子，今野三恵子，木村正己〈産医研〉

〔第5回 環境汚染物質とそのトキシコロジシンポジウム講演要旨（1978年10月静岡）で発表〕

C目的〕動物に Cdを投与すると，主に肝，腎に蓄積され，それら臓器にメタロチオネインが

誘導されることは良く知られている。そして，誘導されたメタロチオネインによって， Cdなど

の非必須金属から生体が防御されていると考えられている。

細胞に直接およぼす Cdの影響とメタロチオネイン誘導については，いくつかの報告がある。

Lucis等（1）は，サル腎上皮性細胞およびヒト胎児線維芽細胞を用いて， Webb等ωは，プタ腎上

皮細胞で，また Bryan等3）は，ラット肝上皮性細胞で，いずれもo.1～O. 5 μg/mlの Cd2＋を培

地に加えるとメタロチオネインが誘導されることを明らかにしている。我々は，出来るかぎり多
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